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研究分野：偏微分方程式論 
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１．研究計画の概要 

この研究は、偏微分方程式をその表象の座
標変換により標準形へと変換してから考察
する古典的手法（正準変換）と、二つの偏微
分方程式の表象の比較からそれぞれの解の
評価式を比較する新しい手法（比較原理）を
組み合わせることにより、解に対する様々な
評価式を導きかつ偏微分方程式論の諸問題
にそれらを応用することを試みるものであ
る。 

 

２．研究の進捗状況 

(１) 分散型方程式の場合に威力を発揮した
比較原理が、非分散型の場合にまでも応用さ
れることを示し、その平滑化評価式を導出し
た。 

(２) 剰余項をともなう標準形に対する評価
式の導出に向けてのテストケースとして、ポ
テンシャル項を持つ分散型方程式に対する
平滑化評価式を考察した。特に、同じスペク
トルを持つ二つのポテンシャルに対しては
平滑化評価式が比較できるという、スペクト
ル比較原理の理論を整備した。 

(３) 標準形への変換を実現する大域的なフ
ーリエ積分作用素の構成法の発見に向けて
の試金石として、双曲型方程式に対する初期
値問題の時間大域的な解の構成法を研究し
た。特に相関数の大域的な構成に関してはア
イコナル方程式の大域的な解の構成が最も
困難な部分であるが、アイコナル方程式を解
くのではなくラグランジュアン多様体が同
じとなる別の相関数を構成する方法が有効
であることを見出した。 

(４) Lp-空間においてはフーリエ積分作用素
が有界ではないために、その替わりとして、
相空間において均質的な取り扱いをするモ

ジュレーション空間に着目した。この空間は
比較的新しく提唱されたものであり、その基
本的性質の解明に努めた。特に Riesz 変換が
モジュレーション空間で有界であるための
指数の関係を決定し、また、擬微分作用素が
モジュレーション空間で有界となるための
シンボルクラスについて考察した。さらに、
Lp ソボレフ空間とモジュレーション空間の
間の包含関係を完全に決定し、モジュレーシ
ョン空間において非線形作用が閉じている
かという問題についても考察した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）正準変換と比較原理の手法の一般化
に向けて、まずはテストケースの考察が着実
に成果を上げている。関連する話題としての
モジュレーション空間の基礎研究について
も、大いに進展が見られた。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 これまでの進捗状況をふまえて、今後は変
数係数をもつ分散型方程式に対する大域的
な時空間評価式の導出を目標とする。まずは
方程式を標準形に変換する大域的な正準変
換をフーリエ積分作用素により実現する。標
準形は通常低階項をともなうので、その場合
の比較原理の理論の確立を目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
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